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の
要
望
を
踏
ま
え
、
長
寿
命
化

を
推
進
す
る
観
点
か
ら
、
新
た

に
17
箇
所
（
修
繕
12
箇
所
、
更

新
５
箇
所
）
に
予
算
配
分
を
行

っ
た
。

今
回
の
予
算
配
分
額
（
事
業

費
）：

12
億
円

（
参
考
）
４
月
時
の
予
算
配
分

額：

20
億
円

た
り
集
中
的
に
支
援
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
今
年
度
よ
り
「
大

規
模
修
繕
・
更
新
補
助
制
度
」

を
創
設
し
た
。

今
回
、
地
方
公
共
団
体
か
ら

平
成
27
年
７
月
３
日
、
国
土

交
通
省
は
、
道
路
施
設
の
老
朽

化
対
策
と
し
て
、
地
方
公
共
団

体
の
行
う
大
規
模
な
修
繕
や
更

新
の
事
業
に
対
し
複
数
年
に
わ

の
ア
ク
セ
ス
性
が
向
上
す
る
。

こ
の
た
め
、
成
田
国
際
空
港

か
ら
つ
く
ば
国
際
会
議
場
ま
で

の
所
要
時
間
が
短
縮
さ
れ
、
道

路
混
雑
等
に
よ
る
到
着
遅
れ
の

少
な
い
安
定
的
な
移
動
が
可
能

に
な
る
こ
と
で
、
国
際
会
議
の

開
催
の
後
押
し
が
期
待
さ
れ

る
。

発
と
な
り
、
地
域
経
済
の
好
循

環
が
期
待
さ
れ
る
。

◇
圏
央
道
を
経
由
す
る
こ
と
に

よ
り
、
北
関
東
地
域
の
中
心
都

市
の
一
つ
で
あ
る
前
橋
～
成
田

空
港
間
の
移
動
時
間
の
バ
ラ
ツ

キ
が
大
幅
に
減
少
し
、
道
路
混

雑
等
に
よ
る
到
着
遅
れ
の
少
な

い
移
動
が
可
能
に
な
る
な
ど
、

時
間
信
頼
性
の
高
い

広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
形
成
さ
れ
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
観
光
な

ど
地
域
経
済
の
活
性

化
が
期
待
さ
れ
る
。

◇
圏
央
道
（
神
崎
Ｉ

Ｃ
～
大
栄
Ｊ
Ｃ
Ｔ

間
）
の
開
通
に
よ

り
、
常
磐
道
と
東
関

東
道
が
つ
な
が
り
、

成
田
国
際
空
港
か
ら

平
成
27
年
６
月
７
日(

日)

【
開
通
区
間
】

首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道

（
神
崎
Ｉ
Ｃ
～
大
栄
Ｊ
Ｃ
Ｔ
）

／
延
長
９
・
７
㎞

【
開
通
効
果
】

①
国
際
競
争
力
と
成
長

～
民
需
の
拡
大
～

◇
環
状
道
路
の
整
備
に
よ
り
、

沿
線
に
物
流
施
設
や
工
場
が
立

地
す
る
等
、
民
間
の
投
資
を
喚

起
す
る
。
早
期
に
開
通
し
た
区

間
で
は
既
に
ス
ト
ッ
ク
効
果
が

発
現
し
て
い
る
。

圏
央
道
（
神
崎
Ｉ
Ｃ
～
大
栄

Ｊ
Ｃ
Ｔ
間
）
の
開
通
に
よ
り
、

常
磐
道
と
東
関
東
道
が
つ
な
が

り
、
成
田
国
際
空
港
へ
の
ア
ク

セ
ス
が
格
段
に
強
化
さ
れ
る
。

◇
首
都
圏
３
環
状
道
路
整
備
に

伴
い
、
物
流
の
効
率
化
を
図
る

た
め
に
既
存
施
設
を
集
約
し
、

圏
央
道
沿
線
地
域
に
工
場
や
物

流
施
設
が
新
た
に
立
地
さ
れ
て

い
る
。

こ
れ
に
伴
い
、
地
域
に
お
け

る
新
規
雇
用
が
創
出
さ
れ
、
さ

ら
な
る
企
業
立
地
の
誘
発
が
期

待
さ
れ
る
。

②
地
域
経
済
の
好
循
環

～
新
た
な
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
形
成
～

◇
成
田
国
際
空
港
に
お
け
る
国

際
航
空
貨
物
輸
出
量
の
約
２
割

は
埼
玉
や
北
関
東
・
東
北
方
面

か
ら
発
着
し
て
い
る
。

今
回
の
開
通
に
よ
り
、
都
心

を
経
由
せ
ず
埼
玉
や
北
関
東
・

東
北
方
面
と
成
田
国
際
空
港
を

結
ぶ
新
た
な
広
域
ル
ー
ト
が
形

成
さ
れ
、
人
・
物
の
交
流
が
活

首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道

（
圏
央
道
）
の
神
崎
Ｉ
Ｃ
か
ら

大
栄
Ｊ
Ｃ
Ｔ
の
延
長
９
・
７
㎞

が
平
成
27
年
６
月
７
日
に
開
通

し
た
。

圏
央
道
は
、
首
都
圏
の
道
路

交
通
の
円
滑
化
、
沿
線
都
市
間

の
連
絡
強
化
等
を
目
的
と
し
た

都
心
か
ら
半
径
お
よ
そ
40
～
60

㎞
の
位
置
に
計
画
さ
れ
て
い
る

総
延
長
約
３
０
０
㎞
の
環
状
の

自
動
車
専
用
道
路
。
現
在
ま
で

に
約
２
０
０
㎞
が
開
通
し
て
い

る
。圏

央
道
の
整
備
に
よ
り
、
東

北
道
や
常
磐
道
な
ど
の
放
射
方

向
の
高
速
道
路
を
結
ぶ
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
、
広

域
的
な
人
・
物
の
交
流
に
よ
り

民
需
が
拡
大
し
、
地
域
経
済
の

好
循
環
が
生
ま
れ
る
。

【
開
通
日
時
】

第
13
条
及
び
第
14
条
の
規
定
を

踏
ま
え
復
興
債
の
償
還
財
源
と

し
て
追
加
さ
れ
た
日
本
郵
政
株

式
会
社
の
株
式
の
売
却
収
入
と

し
て
見
込
ま
れ
る
４
兆
円
程
度

を
含
む
。

※
４

一
般
会
計
に
お
け
る
歳

出
削
減
及
び
決
算
剰
余
金
の
活

用
に
よ
り
必
要
額
を
確
保
す
る

（
①
に
よ
り
確
保
さ
れ
る
も
の

を
除
く
。
）
。

第
１
４
７
号
）
、
原
子
力
損
害

賠
償
・
廃
炉
等
支
援
機
構
法

（
平
成
23
年
法
律
第
94
号
）
に

基
づ
き
、
事
業
者
が
負
担
す
べ

き
経
費
等
は
含
ま
れ
て
い
な

い
。

※
３

東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
の
た
め
の
施
策
を
実
施
す

る
た
め
に
必
要
な
財
源
の
確
保

に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成

23
年
法
律
第
１
１
７
号
）
附
則

よ
り
、
復
興
・
創
生
期
間
を
含

む
復
興
期
間
10
年
間
の
復
興
財

源
32
兆
円
程
度
を
確
保
す
る
。

①
財
政
投
融
資
特
別
会
計
財
政

融
資
資
金
勘
定
に
お
け
る
平
成

27
年
度
ま
で
の
積
立
金
の
活

用
、
同
特
別
会
計
投
資
勘
定
か

ら
の
受
入
れ
な
ど
国
の
保
有
す

る
資
産
の
有
効
活
用
等
に
よ
る

税
外
収
入
（
決
算
剰
余
金
を
除

く
）
の
確
保
／
０
・
８
兆
円
程

度②
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
／

２
・
４
兆
円
程
度(

※
４)

な
お
、
復
興
財
源
の
確
保
と

一
般
会
計
の
財
源
の
確
保
が
相

互
に
密
接
な
関
連
を
有
す
る
こ

と
に
鑑
み
、
財
政
健
全
化
を
図

る
た
め
の
施
策
と
の
整
合
性
に

配
慮
し
つ
つ
、
復
興
事
業
費
に

必
要
な
財
源
の
確
保
を
適
切
に

行
う
も
の
と
す
る
。

（
２
）
復
興
・
創
生
期
間
に
お

け
る
復
興
事
業
費
を
賄
う
た
め

の
一
時
的
な
つ
な
ぎ
と
し
て
、

同
期
間
に
お
け
る
復
興
債
の
発

行
を
可
能
と
す
る
。
当
該
期
間

に
発
行
さ
れ
る
復
興
債
を
含

め
、
復
興
期
間
に
発
行
さ
れ
た

復
興
債
に
つ
い
て
は
、
上
記
の

財
源
等
を
償
還
財
源
と
し
、
平

成
49
年
度
ま
で
に
償
還
す
る
も

の
と
す
る
。

（
３
）
上
記
（
１
）
及
び(

２)

を
踏
ま
え
、
東
日
本
大
震
災
か

ら
の
復
興
の
た
め
の
施
策
を
実

施
す
る
た
め
に
必
要
な
財
源
の

確
保
に
関
す
る
特
別
措
置
法

（
平
成
23
年
法
律
第
１
１
７

号
）
に
つ
い
て
必
要
な
改
正
を

行
う
。

※
１

平
成
23
年
度
か
ら
平
成

25
年
度
ま
で
に
つ
い
て
は
決

算
、
平
成
26
年
度
に
つ
い
て
は

決
算
見
込
み
、
平
成
27
年
度
に

つ
い
て
は
予
算
に
よ
る
。

※
２

原
子
力
損
害
の
賠
償
に

関
す
る
法
律
（
昭
和
36
年
法
律

政
府
は
平
成
27
年
６
月
30
日

に
、
平
成
28
年
度
以
降
５
年
間

を
含
む
復
興
期
間
の
復
旧
・
復

興
事
業
の
規
模
と
財
源
に
つ
い

て
閣
議
決
定
し
た
。

平
成
28
年
度
か
ら
平
成
32
年

度
ま
で
の
復
興
・
創
生
期
間
に

お
け
る
被
災
地
の
復
旧
・
復
興

の
た
め
の
施
策
・
事
業
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
を
円
滑
に
実
施

し
、
加
速
化
を
図
る
た
め
、
復

興
・
創
生
期
間
を
含
む
復
興
期

間
10
年
間
に
お
け
る
復
旧
・
復

興
事
業
の
規
模
及
び
財
源
に
つ

い
て
、
以
下
の
と
お
り
と
し

た
。

１
．
事
業
規
模

集
中
復
興
期
間
に
お
け
る
復

興
事
業
費
は
、
平
成
26
年
度
に

お
け
る
復
興
事
業
の
執
行
状
況

を
踏
ま
え
る
と
、
平
成
27
年
度

予
算
ま
で
に
お
い
て
25
・
５
兆

円
程
度
（
国
・
地
方
合
計
（
公

費
分
）
）
と
な
る
見
込
み
で
あ

り(
※
１)

、
「
平
成
28
年
度
以

降
の
復
旧
・
復
興
事
業
に
つ
い

て
」
（
平
成
27
年
６
月
24
日
復

興
推
進
会
議
決
定
）
に
基
づ
く

復
興
・
創
生
期
間
に
お
け
る
復

興
事
業
費
の
見
込
み
を
踏
ま
え

る
と
、
復
興
期
間
10
年
間
に
お

け
る
復
興
事
業
費
は
合
計
で
32

兆
円
程
度(

※
２)

と
見
込
ま
れ

る
。
復
興
・
創
生
期
間
に
お
け

る
各
年
度
の
事
業
規
模
の
管
理

を
適
切
に
行
い
精
度
の
高
い
予

算
と
す
る
こ
と
で
、
こ
の
復
興

事
業
費
に
よ
り
確
実
に
復
興
を

進
め
る
こ
と
と
す
る
。

２
．
財
源

（
１
）
こ
れ
ま
で
計
上
し
た
復

興
財
源
（
26
・
３
兆
円
）
に
つ

い
て
は
、
実
績
等
を
踏
ま
え
る

と
28
・
８
兆
円
程
度(

※
３)

の

収
入
と
な
る
と
見
込
ま
れ
て
お

り
、
こ
れ
に
加
え
、
以
下
の
取

組
に
よ
り
合
計
で
最
大
３
・
２

兆
円
程
度
を
確
保
す
る
こ
と
に

周
辺
の
周
遊
観
光
ル
ー
ト
が
形

成
さ
れ
、
よ
り
一
層
の
観
光
交

流
、
地
域
経
済
の
好
循
環
が
期

待
さ
れ
る
。

◇
京
都
縦
貫
自
動
車
道
の
段
階

的
開
通
に
よ
り
、
沿
線
に
お
け

る
企
業
立
地
が
進
展
し
、
地
域

の
製
造
品
出
荷
額
や
京
都
舞
鶴

港
の
取
扱
貨
物
量
が
増
加
し
、

有
効
求
人
倍
率
も
２
倍
に
な
る

な
ど
、
地
域
が
活
性
化
し
た
。

全
線
開
通
に
よ
り
、
更
な
る

企
業
立
地
の
進
展
、
民
間
需
要

の
拡
大
、
地
域
経
済
の
活
性
化

が
期
待
さ
れ
る
。

②
交
通
混
雑
が
解
消

◇
国
道
27
号
味
方
・
蒲
生
交
差

点
で
夏
の
行
楽
期
に
は
交
通
混

雑
が
発
生
し
て
い
た
が
、
綾
部

安
国
寺
Ｉ
Ｃ
～
京
丹
波
わ
ち
Ｉ

Ｃ
間
の
部
分
開
通
に
よ
り
、
味

方
交
差
点
の
交
通
混
雑
が
解
消

し
た
。

残
る
区
間
の
開
通
に
よ
り
、

蒲
生
交
差
点
の
交
通
混
雑
の
緩

和
が
期
待
さ
れ
る
。

ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
地
域
観
光

・
産
業
の
更
な
る
活
性
化
等
へ

の
寄
与
を
目
的
と
し
た
道
路
で

あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
京
都
縦
貫
自

動
車
道
（
約
１
０
０
㎞
）
が
全

線
開
通
す
る
こ
と
に
な
る
。

【
開
通
日
時
】

平
成
27
年
７
月
18
日(

土)

14
時

【
開
通
区
間
】

京
都
縦
貫
自
動
車
道

丹
波
綾

部
道
路
（
京
丹
波
わ
ち
Ｉ
Ｃ
～

丹
波
Ｉ
Ｃ
）
／
延
長
18
・
９
㎞

【
開
通
効
果
】

①
地
域
産
業
に
寄
与

◇
京
都
縦
貫
自
動
車
道
の
段
階

的
開
通
に
よ
り
、
京
都
北
中
部

へ
の
所
要
時
間
が
短
縮
し
、
観

光
客
数
及
び
観
光
消
費
額
が
増

加
し
た
。

全
線
開
通
に
よ
り
、
琵
琶
湖

丹
波
綾
部
道
路
の
京
丹
波
わ

ち
Ｉ
Ｃ
か
ら
丹
波
Ｉ
Ｃ
の
延
長

18
・
９
㎞
が
平
成
27
年
７
月
18

日
（
土
）
に
開
通
す
る
。

丹
波
綾
部
道
路
は
、
京
都
縦

貫
自
動
車
道
の
一
部
を
担
う
延

長
29
・
２
㎞
の
高
規
格
幹
線
道

路
と
し
て
、
京
都
府
南
北
間
の

所
要
時
間
の
短
縮
及
び
定
時
性

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
舞
鶴

若
狭
自
動
車
道
な
ど
と
一
体
と

な
っ
て
高
速
輸
送
道
路
ネ
ッ
ト
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